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「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
の
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
、

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
当
日
会
場

へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
５
月
29
日
㈬
、
13
時
～
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
事
務
局

（
☎
24
・
５
８
５
３
）

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

対
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話
で
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
20
・
７
７
５
１
）
へ
。
託
児
希
望

者
は
申
し
込
み
時
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
第
１
回
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
養
育

費
・
面
会
交
流
の
解
決
に
向
け
て
」

日
６
月
５
日
㈬
、
13
時
30
分
～
16
時

定
先
着
20
人

申
込
期
限
６
月
４
日
㈫

◆
無
料
法
律
相
談
会

日
６
月
14
日
㈮
、
13
時
～
15
時
の
間
で

１
人
30
分

定
先
着
４
人

申
込
期
限
６
月
７
日
㈮

十
勝
の
活
性
化
を
考
え
る
会

　

高
田
勝か

つ
あ
き顕
氏
（
元
日
本
政
策
金
融
公

庫
）
を
ゲ
ス
ト
に
、「
十
勝
の
開
拓
と

鉄
道
の
歴
史
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

日
６
月
９
日
㈰
、
15
時
～
16
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
1
5
0
人

問
十
勝
の
活
性
化
を
考
え
る
会
・
会
長

寺
町（
☎
０
８
０
・
１
８
８
７
・
５
５
４

３
）第

50
回
「
十
勝
マ
イ
ナ
ー
校
」

　

福
井
豊
氏（
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
が
、「
此
の

国
は
あ
か
ん
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

ま
す
。

日
６
月
16
日
㈰
、
15
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
代
表
福
井
（
☎
42
・

５
１
９
５
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
制
）

　

相
続
、
登
記
、
成
年
後
見
、
多
重
債

務
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
６
月
18
日
㈫
、
18
時
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
問
６
月
13
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で
釧

路
司
法
書
士
会
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（　

０
８
０
０
・
８
０
０
・
３

９
４
６
）
へ
。

第
75
回
帯
広
畜
産
大
学
寮
祭
企
画

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
回
収
し
た
衣
類
、

雑
貨
・
食
器
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

用
意
し
ま
す
。（
収
益
は
お
び
ひ
ろ
動

物
園
ゆ
め
基
金
に
寄
付
）

日
６
月
22
日
㈯
、
12
時
～
15
時

場
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
（
緑
ケ
丘
２
）

問
帯
広
畜
産
大
学
寮
祭
実
行
委
員
会

（
☎
49
・
５
７
５
０
、

chikudai.ryou
sai@

gm
ail.com

）

劇
団
演
研
第
77
回
公
演

「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」

　

不
条
理
演
劇
の
第
一
人
者
別べ

つ
や
く役
実
氏
、

初
期
の
傑
作
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
▽
６
月
22
日
㈯
、
20
時
～
▽
23
日
㈰
、

①
14
時
～
、
②
17
時
～
▽
29
日
㈯
、
①

17
時
～
、②
20
時
～
▽
30
日
㈰
、14
時
～

場
演
研
・
茶
館
工
房
（
大
通
南
６
）

定
各
40
人

￥
１
８
０
０
円
（
前
売
り
券
１
５
０
０

円
）、
高
校
生
以
下
５
０
０
円

問
劇
団
演
研
（
☎
０
８
０
・
３
２
６
６

・
０
２
７
９
）

第
７
回
ブ
ッ
ク
リ
ユ
ー
ス
カ
フ
ェ

　

帯
広
大
谷
短
期
大
学
附
属
図
書
館
で
、

不
要
と
な
っ
た
図
書
・
雑
誌
を
無
償
提

供
し
ま
す
。（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

日
６
月
29
日
㈯
、
13
時
～
15
時

場
プ
ロ
ス
パ
６
（
音
更
町
大
通
６
）

問
帯
広
大
谷
短
期
大
学
附
属
図
書
館

（
☎
42
・
４
４
２
４
、
内
線
53
）

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
帯
広
説
明
会

　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
正
確
な
情

報
を
知
り
た
い
人
や
、
Ｂ
型
肝
炎
給
付

金
の
請
求
を
考
え
て
い
る
人
、
そ
の
家

族
な
ど
を
対
象
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
６
月
29
日
㈯
、13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁
護

団
・
倉
本
（
☎
０
５
０
・
３
７
８
６
・

１
５
７
０
）

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
」
で
す
！

　

外
国
人
は
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」
適

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

正
に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め
ら

れ
る
か
在
留
資
格
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

②
外
国
人
の
雇
い
入
れ
と
離
職
は
、
必

ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

③
労
働
保
険
・
社
会
保
険
な
ど
の
加
入

を
は
じ
め
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広（
☎
23
・
８
２
９

６
）、
ま
た
は
帯
広
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
22
・
８
１
０
０
）

不
法
無
線
局
か
ら
暮
ら
し
を

守
ろ
う
！

　

不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
、

日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り

か
、
警
察
、
消
防
、
救
急
、
防
災
、
交

通
な
ど
、
人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線

通
信
を
妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を

脅
か
し
ま
す
。
総
務
省
北
海
道
総
合
通

信
局
で
は
、
電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視

し
、
適
正
な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。
電
波
に
関
す
る
困
り
事
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
総
合
通
信
局
（
☎
０
１
１
・

７
３
７
・
０
０
９
９
）

国
税
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
％
か

ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）
内
の
特

設
サ
イ
ト
「
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
つ
い
て
」

で
」
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
消
費
税
軽
減
税
率
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・
０
３
０
・
４
５
６

の
後
、
３
）

▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（ 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
８月号掲載の受付締め切りは
６月18日（火）です。
　　　　　　広報広聴課

（市庁舎３階、☎65・4109）
問い合わせ

市民の掲示板
み ん な

認知症に関する情報をお届けします！

ロバ隊長
認知症サポーターキャ
ラバンのマスコット。
認知症になっても安
心して暮らせるまちづく
りの先頭を歩きます。

「自分が認知症になったとき、
　　　周りの人に相談したり助けてと言えますか？」

　認知症支援スキルアップ研修（3月16日開催）の
講師として来帯された認知症当事者、竹内 裕さん
（69歳、広島県在住）。営業の仕事をしていた59
歳のときに前頭側頭型認知症と診断されました。
日本認知症本人ワーキンググループのメンバーの
一人でもあり、認知症当事者としての意見を国に
伝えるなど活躍しています。
　竹内さんは「認知症になっても普通に接してほ
しい、変に気を遣わないでほしい」「毎日笑顔で
暮らしましょう」と明るく話してくれました。

自分や家族が認知症になったときは

ロバ隊長便り

市が開催した認知症スキルアップ研修の様子

問い合わせ 高齢者福祉課（市庁舎２階、☎ 65・4145）

①認知症であることをオープンにし、周りの人に助けてもらう。
②失敗しないようにするのではなく、失敗しても大丈夫な工夫をする。

・出掛けるときは明るい色の服装、
　目立つ色のかばんを持つ。
・大事なものは透明のケースに入れる。

例 竹内さんの
「わしはわしのまま
でええんじゃよ」
が印象的だったよ！


